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1黄 掲 色 (25Y5/4)シ )レ ト
5 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル トマンガン含む
9 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル トマンガン含む
11 責  掲  色 (25Y5/4)シ ル ト
12 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
21 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
22黄  掲  色 (25Y5/4)粘質土
23 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
24 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘質土
25 オリーブ掲色 (25Y4/4)絡 質土 焼土含む
26責  掲  色 (2.5Y5/4)砂質上
27責  掲  色 (25Y5/6)砂質土
28褐    色 (7 5YR4/4)シ ル ト (焼土)
29 オリーブ掲色 (25Y4/6)シ ル ト
30掲    色 (10YR4/6)粘質土 炭化物含む
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第488図  SB3039。 EHl遺物出土状況図

形態・規模 平面形態は長方形を呈し、長軸5,08m、 短軸4.28m、 表面積は約21,7♂ を測る。残存する

深度は0。 43mである。

土層 29層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。
土坑 北東、北西の隅にそれぞれ 1基ずつ検出されている。いずれも皿状の浅いピットである。
竃 北壁のほぼ中央に 1基検出された。支脚に須恵器の高杯を倒置して使用している。袖部、燃焼部お
よび煙道部が検出されており、煙道部の端は後世の遺構に切られている。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 亀内および北側の床面を中心に検出された。
出土遺物 1は須恵器の高杯である。 2は須恵器の甕である。 3・ 4は土師器の甕である。 3は外面体

部にヘラ記号を持つ。 5は土師器の椀である。 6は滑石製の臼玉である。 7は鉄製の鎌である。 8は鉄

鏃である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。
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第490図  SB3039出土遺物 (2)

44号竪穴住居跡 (SB3044)(第515～ 523図 )

検出場所 2003年度調査 3-1区  Loc.Gl・ β Ⅱ S19。 20・ T19。 20グ リッド

形態・規模 平面形状はほぼ方形を呈し、長軸4.73m、 短軸4.60m、 表面積は約21.8ド を測る。残存す

る深度は0,27mである。

土層 25層 に分層される。

柱穴 柱穴は 6基検出されている。主柱穴は4本 とみられるが、EP 2・ Ы)4の脇にそれぞれ 1基ずつ

柱穴が検出されている。

宅 北壁のほぼ中央に 1基検出された。支脚に須恵器の高杯を倒置して使用している。袖部、燃焼部お

よび煙道部が検出されている。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内およびその周辺部、また床面中央部を中心として検出されている。
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マンガンを含む

マンガンを含む

12 オリーブ褐色 (25Y4/4)
13 オリーブ掲色 (25Y4/4)
14黄  掲  色 (25Y5/4)
15 オリーブ褐色 (25Y4/3)
16 オリーブ掲色 (25Y4/4)
17責  掲  色 (25Y5/4)
18 オリーブ褐色 (25Y4/4)
19 オリーブ褐色 (25Y4/3)
20 オリーブ掲色 (25Y4/3)
21に ぶい責色 (25Y6/4)
22 オリーブ褐色 (25Y4/6)

マンガンを合む

W
L=5,000rn

1 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
2 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
3 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
4 黄  掲  色 (25Y5/4)砂質土
5 オリーブ褐色 (25Y4/6)砂質土
6 オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土

W
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第491図  SB3040平断面図
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第492図  SB3040・ EHl

0                   1m

E島
,000m

EF

1 黄  褐  色 (25Y5/3)シ ル トマンガンを含む
2黄 掲 色 (25Y5/3)シ )レ ト
3責 褐 色 (25Y5/4)シ ル ト
4 にぶい黄色 (25Y6/4)シ ル ト
5 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
6 オリーブ掲色 (25Y4/3)粘質土
11 黄  褐  色 (25Y5/4)砂質土 マンガンを含む
23黄  掲  色 (25Y5/3)シ ル ト
24黄  掲  色 (25Y5/4)シ ル ト
25に ぶ い黄色 (25Y6/4)シ ル ト
26責  褐  色 (25Y5/3)シ ル ト
27 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
28黄  掲  色 (25Y5/4)シ ル ト
29 オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
30 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
31 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘質土
32 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘質土
33責  掲  色 (25Y5/4)砂質土 焼上を含む
34褐    色 (10YR 4/6)砂質土 焼上を含む
35掲    色 (7 5YR4/4)粘 質土
36褐    色 (7 5YR4/4)シ ル ト
37 にぶい黄橙色 (10YR 6/4)シ ル ト焼土を含む
38 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト焼上を含む
39 オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土 焼土を含む
40責  掲  色 (25Y5/4)砂質土
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第493図  SB3040遺物出土状況図

出土遺物  1・ 2は須恵器の杯蓋である。 3～ 5は須恵器の杯身である。 6は須恵器の高杯である。 7

は須恵器の重である。 8～ 13は土師器の甕である。11は外面体部にヘラ記号を持つ。14は土師器の鉢で

ある。15は土師器の甑である。16は滑石の紡錘車である。表面に鋸歯文が線刻されている。17は砂質片

岩の剥片である。18は泥岩の砥石である。19。 201よ砂岩の敲石である。21は砂質片岩の剥片である。受

熱しており、竃の部材の可能性がある。22は滑石製の臼玉の未成品である。23は鉄製の鎌である。24は

鉄製の刀子である。25は鉄鏃である。26は棒状の鉄器である。27は釘である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 1四半期・TK209並行期)と 考えられる。

45号竪穴住居跡 (SB3045)(第524～ 530図 )

検出場所 2003年度調査 3-1区 Loc.Gl・ βⅢTl・ 2・ γⅢAl'2グ リッド
形態 。規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸4.63m、 短軸4。 30m、 表面積は約19.9ぽ を測る。残存す

2つ ?
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徴
7

-384-



。
‐Ｚ‐「‐

―

Ｉ

Ｃ

Ｅｏｏｏば畔悧＝ＰＯW
L=5,000m

_二_B

第494図  SB3040・ EHl遺物出土状況図

る深度は0,30mである。

上層 20層 に分層される。

柱穴 柱穴は 5基検出されている。主柱穴は4本 とみられるが、床面中央やや東寄りで 1基、柱穴が検

出されている。

宅 北壁のほぼ中央から1基検出された。袖部、燃焼部および煙道部が検出されており、下部構造は検

出されていない。

遺物出土状況 竃内および床面の北東隅を中心に検出されている。

出土遺物 1～ 3は須恵器の杯身である。 4は須恵器の甕である。 5は土師器の椀である。 6～ 10は土

師器の甕である。11～ 13は輔の羽口である。14は土錘である。15は砂岩の敲石である。16は用途不明の

鉄器である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。
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第495図  SB3040出土遺物

46号竪穴住居跡 (SB3046)(第 531～ 537図 )

検出場所 2003年度調査 3-1区  Loc.Gl・ β ⅡT19・ 20。 γⅡ A19。 20・ B20グ リッド

形態 。規模 平面形態はほぼ方形で、長軸6.00m、 短軸5.78m、 表面積は約34.7ぽ を測る。残存する深
度は0,39mである。

土層 20層 に分層される。

柱穴 柱穴は 6基検出されている。主柱穴は4本 とみられるが、北東側の柱は後世の遺構によって失わ
れている。

竃 北壁のほぼ中央から1基検出された。支脚は須恵器の高杯を倒置させて使用している。袖部、燃焼
部および煙道部が検出されている。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内および床面南東部分に集中して検出された。
出土遺物 1,2は 須恵器の杯蓋である。3～ 5は須恵器の杯身である。6・ 7は須恵器の高杯である。
8は須恵器の壷である。 9は須恵器の甕である。10～ 12は土師器の甕である。13は土師器の甑である。

14は滑石製の臼玉である。15は棒状の鉄器である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 4四半期・TK43並行期)と 考えられる。
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1 オリーブ褐色 (25Y4/6)粘 質土
2 黄  褐  色 (25Y5/6)粘質土
3 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘質土 焼上を含む

E B

にぶい黄掲色 (10YR 5/4)粘質土
オリーブ掲色 (25Y4/4)粘質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)粘性砂質土
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1 黄  掲  色 (25Y5/6)秒質土
2 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
3 にぶい責掲色 (10YR 5/4)砂質土
4 にぶい責褐色 (10YR 5/4)粘性秒質土
5 オリーブ掲色 (25Y4/6)粘性粘質土

オリーブ褐色 (25Y4/4)秒質土
責  掲  色 (25Y5/3)粘性砂質土
責  掲  色 (25Y5/6)粘性砂質土
暗オリーブ褐色 (25Y3/3)粘 質土
暗 黄 褐 色 (25Y6/6)粘質土

SB3042平断面図
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焼上を合む
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6 オリーブ掲色 (25Y4/6)粘 質土
7 黄  掲  色 (10YR 5/8)粘 質土
8 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘 質土
9 オリーブ褐色 (25Y4/6)粘 質土
10 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘 質土
11 責  褐  色 (25Y5/6)粘 質土

焼土と炭化物を含む
12 責  褐  色 (10YR 5/6)粘質土
13 にぶ い責色 (25Y6/4)粘質土
14明  褐  色 (7 5YR5/6)砂質土 (焼土)
15 オリーブ褐色 (25Y4/6)粘性砂質土
16に ぶい責色 (25Y6/4)砂質土
17黄  掲  色 (25Y5/4)砂質土
18 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
19 にぶい褐色 (7 5YR5/4)砂 質上 (焼土)
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第503図  SB3042・ EHl平断面図

SB3042・ EHl 下嵩同竜造図
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47号竪穴住居跡 (SB3047)(第538～ 544図 )

検出場所 2003年度調査 3-1区  Loc,Gl・ γⅡ B20。 C20。 γⅢB l・ Clグ リッド

形態 。規模 平面形状はほぼ方形を呈し、長軸5。 65m、 短軸4。 95m、 表面積は約28.0ド を測る。残存す

る深度は0.44mである。

土層 32層 に分層される。

柱穴、柱穴は4基検出されている。

周壁清 壁沿い四方向から検出されている。ただし南壁中央付近では空白がみとめられた。

竃 北壁中央付近で 1基検出された。支脚に須恵器の高杯を倒置して使用している。袖部、燃焼部およ

び煙道部が検出されており、燃焼部から焚き口部分周辺にかけて焼土や炭化物の拡がりが検出されてい

る。また燃焼部は北壁から外に張り出すような形で設けられている。

遺物出土状況 篭周辺および床面中央付近から検出されている。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2～ 5は須恵器の杯身である。 6・ 7は須恵器の高杯である。 8

は須恵器の提瓶である。 9は土師器の椀である。10～ 15は土師器の甕である。10は外面体部にヘラ記号

―-396-―



第507図  SB3042出土遺物

0                    5cm

を持つ。16は砂質片岩の剥片である。17は用途不明の鉄器である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 4四半期・TK43並行期)と考えられる。

48号竪穴住居跡 (SB3048)(第545～ 550図 )

検出場所 1999年度調査 5区 Loc.Gl・ γⅢC5・ 6・ D5・ 6グリッド

形態 。規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸6,90m、 短軸6.68m、 表面積は約46.1ぽ を測る。残存す
る深度は0.53mである。

上層 ■層に分層される。

柱穴 6基検出されており、その内主柱穴は4基と考えられる。

宅 後世の上坑によって主要な部分は失われており、煙道部の一部のみが検出された。

遺物出土状況 床面の中央部を中心として検出されている。

出土遺物 1は須恵器の高杯である。 2は須恵器の壺である。 3は須恵器の提瓶である。 4は鉄鏃であ

る。
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第509図  SB3043・ EP断面図

1黄 掲 色
2黄 掲 色
3 オリーブ褐色
4 オリーブ掲色
5 オリーブ褐色
6 オリーブ褐色
7 オリーブ掲色

5/4)シル ト
5/3)砂質土
4/4)シル ト
4/3)砂質土
4/6)砂質土
4/4)シル ト
4/4)砂質土

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 4四半期・TK43並行期)と 考えられる。

49号竪穴住居跡 (SB3049)(第551～ 558図 )

検出場所 1999年度調査 5区 Loc.Gl・ γⅢD3・ 4・ E3・ 4グ リッド

形態・規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸5.28m、 短軸5.13m、 表面積は約27.1♂ を測る。残存す
る深度は0,40mである。

土層 26層 に分層される。床面の中央部を中心として張り床とみられる土層の堆積がみとめられた。

周壁溝 壁沿い四方向から検出されている。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

宅 東壁のほぼ中央から1基検出された。支脚に須恵器の高杯を倒置して使用している。袖部、燃焼部

および煙道部が検出されており、燃焼部内からは焼土の拡がりが確認されている。下部構造は楕円形の

土坑が掘削されており、長軸1,03m、 短軸0。 93m、 深度は0.26mを 測る。

遺物出土状況 竃周辺および煙道部から検出されている。

出土遺物 1は須恵器の高杯である。 2・ 3は土師器の甕である。 4は土師器の甑である。 5は砂岩の

砥石である。 6は砂岩の敲石である。 7・ 8は鉄鎌である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。

50号竪穴住居跡 (SB3050)(第559～ 565図 )

検出場所 2003年度調査 3-1区  Loc.Gl・ γⅡ C19・ 20,D19・ 20グ リッド

形態・規模 平面形態はほぼ方形で、長軸4.61m、 短軸4.45m、 表面積は20.5ぽ を測る。残存する深度
は0.46mである。

土層 22層 に分層される。
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第510図  SB3043・ EHl平断面図

柱穴 柱穴は4基検出されている。
土坑 EP 3に 一部重複して 1基検出された。平面形状は長方形で長軸1.55m、 短軸0.80m、 深度は0。 10

mを測る。

竃 北壁のほぼ中央から1基検出された。支脚に土師器の甕を使用しているとみられる。袖部、燃焼部
および煙道部が検出されており、下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内および周辺部を中心として検出された。
出土遺物  1・ 2は須恵器の杯身である。 3～ 12は土師器の甕である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。
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第511図  SB3043遺物出土状況図

51号竪穴住居跡 (SB3051)(第 566～ 574図 )

検出場所 2003年度調査 3-2区  Loc,Gl・ γⅡ D15・ 16・ E15。 16グ リッド

形態 。規模 平面形態は長方形を呈し、長軸5。 98m、 短軸5.48m、 表面積は約32.8♂ を測る。残存する

深度は0.53mである。

上層 44層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

電 北壁のやや西寄りから1基検出された。袖部、燃焼部および煙道都が検出されており、燃焼部から

焼土の拡がりがみとめられる。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃およびその周辺部と床面の南東隅から集中して検出された。

出土遺物 1～ 3は須恵器の杯蓋である。4～ 6は須恵器の杯身である。7は須恵器の高杯である。8。

9は須恵器の重である。10～ 13は土師器の甕である。14・ 15は土師器の甑である。16は輔の羽口である。
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遺物出土状況図

17・ 18は土錘である。19は砂質片岩の剥片で受熱している。20は砂質片岩の揉錐用の押さえ具である。

21は鉄鏃である。22は棒状の鉄器である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期 。TK217並行期)と 考えられる。

52号竪穴住居跡 (SB3052)(第575～ 577図 )

検出場所 2003年度調査 3-2区  Loc.Gl・ γⅡ D13・ 14・ E13・ 14・ F13グ リッド
形態 。規模 西側が調査区外に延びているため、平面形状や規模は不明である。残存する深度は0,38m
である。

土層 9層 に分層される。

柱穴 検出されていない。
竃 図化されていないが調査区西壁の除去時に、住居の北壁から竃が検出されている。
遺物出土状況 南東隅より検出面の上面付近を中心として検出されている。また竃内からも土師器の甕
が 1個体出土した。

出土遺物  1・ 2は須恵器の杯身である。 3・ 4は土師器の甕である。 5は砂岩の敲石である。
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第513図  SB3043出土遺物 (1)
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第514図 出土遺物 (2)

①

0                5cm

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TI鬱 17並行期)以降と考えられる。

53号竪穴住居跡 (SB39053)(第 578・ 579図 )

検出場所 2003年度調査 3-2区  Loc.Gl・ γⅡ F15グリンド
形態 。規模 北側が調査区外に延びているため、平面形状や規模は不明である。残存する深度は0.坐m
である。

土層 分層状況は図化されていない。
柱穴 検出されていない。
竃 検出されていない。
遺物出土状況 床面よりやや上から検出された。
出土遺物 1は須恵器の杯身である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)以降と考えられる。

54号竪穴住居跡 (SB3054)(第 580～ 586図 )

検出場所 1998年度調査 9区 Loc.Gl・ γⅢH8,9。 18・ 9グリッド
形態 。規模 平面形態は長方形を呈し、長軸5.05m、 短軸3。 77m、 表面積は約19.0♂ を測る。残存する
深度は0.48mである。

土層 32層 に分層される。

桂穴 7基検出されており、そのうち EP l～ 4が主柱穴と考えられる。
周壁溝 壁沿いの 4方向より検出されている。
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第519図  SB304牛 EHl遺物出土状況図

竃 北壁のほぼ中央から1基検出されている。支脚に土師器の甕を倒置して使用している。袖部、燃焼
部および煙道部が検出されており、支脚の手前部分では焼上の拡がりが、焚き口付近と床面の中央部か

らは炭化物や灰層がそれぞれ検出されている。下部構造は楕円形の土坑が掘削されており、長軸1.08m、

短軸0。 70m、 深度0,24mを 測る。

遺物出土状況 竃内および床面の北半部から集中して検出されている。
出土遺物  1・ 2は土師器の甕である。 3は土師器の甑である。 4は砂岩の敲石である。

時期 出土した遺物や篭の形態などから判断して古墳時代後期と考えられる。

55号竪穴住居跡 (SB3055)(第 587～ 591図 )

検出場所 2003年度調査 4-2区  Loc.Gl・ γⅡ M19。 20。 N19・ 20グ リッド
形態・規模 平面形態は長方形を呈し、長軸4.88m、 短軸3.55m、 表面積は約17.3♂を測る。残存する

深度は0.24mである。

-408-



<≡ 蓑 ∃
≡ ≡

孔 兆

朧 1

/

|‖

|ヤ

打為∩ぶ

0                10cm

第520図  SB3044出土遺物 (1)

一-409-―



雪

0                10cm

第521図  SB3044出土遺物 (2)

一-410-―



□凸

１

戯
肌
圏
田
日
岡
田
Ｍ
６

一

10cm

第522図  SB3044出土遺物 (3)



321

0           10cm

 `  ` 26

Cl

ミ‖_
11 27

0

□
0                                5cm

第523図  SB3044出土遺物 (4)

⇔

』
0                    5cm

一-412-―



A凸
,岡 Om

W       E   W
L=4,300m               L=4,800m

シル ト
シ)レ トマンガンを含む
シル ト
粘質土
粘質土

E       VV

L=4,800m

E B

色
色
色
色
色

褐
褐
掲
掲

褐

・ブ

・ブ

・ブ

・ブ

黄
オ
オ
オ
オ

６

７

８

９

１ ０

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

色
色
色
色
色

掲
掲
　
　
掲

・ブ

・ブ
掲
掲

・ブ

オ
オ
責
黄
オ

鮎
ＥＰ２トトト
ト
土
ト
ト
土
土

ル
ル
ル
ル
質
ル
ル
質
質

ンヽ
ンヽ
ンヽ
ンヽ
猟υ
ンヽ
ンヽ
＝和
ムψ

(25Y5/4)
(25Y4/3)
(25Y4/4)
(25Y4/4)
(25Y4/4)

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

ンヽ

マンガンを含む

E       W              E       VV

L=4,800m            L=4,800m
E

鮎
EP3EPl

l オリーブ褐色
2 オリーブ掲色
3黄 褐 色
4 オリーブ掲色
5 オリーブ褐色
6黄 褐 色
7 オリーブ掲色
8黄 掲 色
7 オリーブ掲色

(25Y
(25Y
(25Y
(25Y
(25Y
(25Y
(25Y
(25Y
(25Y

10 オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土 細秒を含む
マンガンを含む   11 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土

12 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
13 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
14 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル トマンガンを含む
15 オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
16 オリープ掲色 (25Y4/3)砂質土
17暗 灰 黄 色 (25Y4/2)シ ル ト焼土・炭化物を含む
18 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト

0                 2m
|

第524図  SB3045平断面図
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第526図  SB3045遺物出土状況図

0                  2m

土層 38層 に分層される。

桂穴 6基検出されており、そのうちEP l'2・ 6が主柱穴の可能性が高い。

竃 北壁のやや東寄 りから1基検出されている。袖部、燃焼部および煙道部が検出されており、燃焼部

では焼上の拡がりが、焚き口付近では炭化物や灰層がそれぞれ検出されている。下部構造は楕円形の上

坑が掘削されているが図化されていない。長軸1.28m、 短軸0,78m、 深度0,27mを 測る。

遺物出土状況 竃内および床面の北東隅と南壁寄りから検出されている。

出土遺物 1,2は 須恵器の高杯である。 3～ 5は土師器の甕である。 6は砂質片岩の剥片で、受熱し

ており竃の部材と考えられる。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 4四半期・TI望3並行期)以降と考えられる。
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第527図  SB3045・ EHl遺物出土状況図

第528図  SB3045出土遺物 (1)
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第532図  SB3046・ EP断面図

56号竪穴住居跡 (SB3056)(第 592～ 598図 )

検出場所 2003年度調査 4-2区  Loc.Gl・ γⅡ S16・ 17・ T16・ 17グ リッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈するとみられるが、西側が調査区外に延びている。長軸
5。 30m、 短軸3.46m(残存値 )、 表面積は約18.3ポ (残存値)を測り、残存する深度は0.56mである。

上層 49層 に分層される。

柱穴 主柱穴は4本柱とみられるが、東側の 2基のみ検出されている。
周壁清 西側を除く3方向から検出されている。
竃 北壁に 1基検出された。袖部、燃焼部および煙道部が検出されており、燃焼部から焚き口にかけて
焼土および炭化物の拡がりが確認された。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内および南壁沿いを中心に検出された。
出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。外面天頂部にヘラ記号を持つ。 2は須恵器の杯身である。 3・ 4
は須恵器の高杯である。 5～ 8は須恵器の甕である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 1四半期・TK209並行期)と 考えられる。

57号竪穴住居跡 (SB3057)(第 599～ 604図 )

検出場所 2003年度調査 4-2区  Loc.Gl・ δⅡ B17・ C17グ リッド

形態 。規模 平面形態は長方形を呈し、長軸4.48m、 短軸3,77m、 表面積は約16。 9rを測る。残存する
深度は0。 41mである。
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第534図  SB3046遺物出土状況図
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第539図  SB3047・ EP・ ED断面図
0                  2m

土層 59層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されている。

霊 北壁のほぼ中央に 1基検出された。支脚に須恵器の高杯を倒置して利用している。袖部、燃焼部お

よび煙道部が検出されており、燃焼部から焚き口にかけて炭化物の拡がりがみとめられた。

遺物出土状況 篭内を中心として検出されている。また床面の西壁沿いを中心に炭化物の拡がりがみと

められた。

出土遺物 1～ 3は須恵器の杯蓋である。 4～ 7は須恵器の杯身である。 7は外面底部にヘラ記号を持
つ。 8は須恵器の高杯である。 9は須恵器の甕である。10。 ■は土師器の甕である。12・ 13は土錘であ

る。14は石英粗面岩の砥石である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と考えられる。

58号竪穴住居跡 (SB3058)(第605～ 609図 )

検出場所 2001年度調査区 5区・2003年度調査 4-2区  Loc.Gl・ δ Ⅱ S13・ T12,13・ εⅡ A13グ リッド

形態 。規模 平面形態はほぼ方形を呈し、長軸5.18m、 短軸4.90m、 表面積は25.4ド を測る。残存する

深度は0,23mである。

土層 39層 に分層される。

柱穴 柱穴は4基検出されているが、主柱穴は東側の 2本のみ検出されている。

周壁溝 東側と南側の 2方向から検出された。

竃 北壁のほぼ中央から1基検出されている。袖部、燃焼部および煙道部が検出されており、焚き口付
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第543図  SB3047出土遺物 (1)
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第557図  SB3049出土遺物
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1 黄  褐  色 (25Y5/4)シ ル トマンガン含む
2 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト
3責 掲 色 (25Y5/4)シ ル ト
4黄 褐 色 (25Y5/3)シ ル ト
5 オリーブ掲色 (25Y4/4)シ ル ト焼土・炭化物含む
6 オリープ褐色 (25Y4/3)粘 質土
7 オリーブ褐色 (25Y4/4)粘 質土
8黄 褐 色 (25Y5/4)シ リレト

オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
オリーブ褐色 (2.5Y4/6)砂質土
にぶい黄色 (25Y6/4)砂質土
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E

∽十二
O

W
L=4,900m

―-443-―



ω

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｚ

Ｅｏｏｏば「叩ＷＯ
A凸
,900m

E B

EL-4,900m
E  F

0                   1m

0

ZI

Ｅｏｏｏざ「叩脚Ｏ

１

２

３

５

９

１ ０

１‐

１ ２

‐ ３

‐ ４

‐ ５

‐ ６

‐ ７

‐ ８

‐ ９

２ ０

２‐

２ ２

責  掲  色 (25Y5/4
オリーブ褐色 (2.5Y4/4
黄  掲  色 (25Y5/4
オリーブ掲色 (25Y4/4
黄  掲  色 (25Y5/4
責  褐  色 (2.5Y5/4
責  褐  色 (25Y5/6
オリーブ褐色 (25Y4/6
責  掲  色 (25Y5/6
オリーブ褐色 (25Y4/6
オリーブ褐色 (25Y4/6
責  掲  色 (25Y5/6
オリーブ褐色 (25Y4/3
黄  掲  色 (25Y5/6
オリーブ掲色 (25Y4/4
責  褐  色 (25Y5/4
オリーブ褐色 (25Y4/4
黄  褐  色 (25Y5/4

シル トマンガン合む
シ)レ ト
シ)レ ト
シル ト焼土・炭化物含む
シル ト細砂含む
砂質土
シ)レ ト
砂質土
砂質土
シジレト
シリレト粘性あり
シル ト
粘質土
砂質土
シ)レ ト
シル ト炭化物・焼土含む
粘質土 焼土含む
シル ト

W
AL=4,900m

E B

第560図  SB3050・ EHl平断面図

1 黄  掲  色 (25Y3/3)砂質土

0                  2m

＼
C
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2責 掲 色 (25Y5/3)
3 オリーブ褐色 (25Y4/4)
4黄 掲 色 (25Y5/4)
5 オリーブ掲色 (25Y4/4)
6責 掲 色 (25Y5/3)
7 オリーブ掲色 (25Y4/4)
8 オリーブ掲色 (25Y4/4)
9 オリーブ褐色 (25Y4/4)
10 オリーブ褐色 (25Y4/3)
11 黄  掲  色 (25Y5/3)
12黄  掲  色 (25Y5/3)
13責  掲  色 (25Y5/4)
14 オリーブ掲色 (25Y4/3)
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近から炭化物の拡がりがみとめられた。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内および南壁沿いを中心に検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯身である。 2は土師器の甕である。 3は砂質片岩の敲石である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期と考えられる。

59号竪穴住居跡 (SB3059)(第 610・ 611図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡ Dllグ リッ

形態・規模 南側および東側が調査区外に延びているため、

度は0.20mを 測る。

土層 2層 に分層される。

柱穴 検出されていない。

寵 検出されていない。

遺物出土状況 図化できるものはない。

出土遺物 1は須恵器の杯身である。

オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト

0                 2m
|

SB3051・ EPoED 断面図

ド

平面形状や規模は不明である。残存する深
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時期 出上した遺物から古墳時代後期と考えられる。

60号竪穴住居跡 (SB3060)(第 612・ 613図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡ Dllグ リッド

形態・規模 北側および東側が調査区外に延びているため、平面形状や規模は不明である。残存する深
度は0。 42mを測る。

土層 5層 に分層される。

柱穴 検出されていない。

竃 検出されていない。

遺物出土状況 図化できるものはない。
出土遺物 1は須恵器の奏である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期以後と考えられる。

61・ 62号竪穴住居跡 (SB3061・ 3062)(第 614～ 622図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡ E10。 11・ F10。 11グ リッド
形態・規模 62号住居の上に61号住居が構築されているとみられ、62号住居は竃の基底部を残すのみの

検出である。61号住居は方形または長方形を呈するとみられ、長軸6.68m、 短軸4.10m(残存値 )、 表

面積は27.4♂ (残存値)を測る。残存する深度は0.38mである。

土層 7層 に分層される。

桂穴 2軒で併せて 9基検出されている。

竃 東壁に 1基、62号住居の竃が検出されている。支脚に砂岩の自然石を利用している。袖部と燃焼部
が検出された。下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 62号住居の竃およびその周辺から検出されている。

出土遺物 1～ 3は須恵器の杯蓋である。 4・ 5は須恵器の杯身である。 6・ 7は土師器の甕である。
8,9は砂質片岩の剥片である。10は砂岩の敲石である。11は銭貨で「寛永通費」である。第622図 1、
2は土師器の甕である。 3は砂岩の受熱礫で竃の支脚である。

時期 出土遺物から古墳時代後期 (6世紀第 2四半期 。M■5並行期)と 考えられる。

63号竪穴住居跡 (SB3063)(第 623～ 627図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡD9。 10・ 11・ E9'10。 11グ リッド
形態 。規模 周囲の壁を他の住居に切られているが平面形態は長方形を呈し、長軸6.45m、 短軸5。 45m、

表面積は約35.2♂ を測る。残存する深度は0.32mである。

上層 10層 に分層される。

柱穴 検出されていない。
電 土師器の甕が据えられた状態で残されている他は上部の構造は残存していない。下部構造は土坑が
掘削されているが図化されていない。西側に炭化物の拡がりがみとめられた。

遺物出土状況 竃およびその周辺を中心に検出されている。
出土遺物 1～ 3は須恵器の杯蓋である。 4は須恵器の杯身である。 5,6は土師器の甕である。 7・
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オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル
責  褐  色 (25Y5/3)シ ル
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル
責  褐  色 (25Y5/3)シ ル
黄  褐  色 (25Y5/4)シ ル
オリーブ褐色 (2.5Y4/4)シル
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オリーブ褐色
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25Y4/4)シ )レ ト
25Y4/3)シ リレト
25Y4/3)シ リレト

マンガンを含む

マンガンを含む

オリーブ掲色 (25Y4/6)砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/6)砂質土
黄  褐  色 (25Y5/6)シ ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/6)粘 質土
黄  掲  色 (25Y5/6)シ ル ト
オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シル ト焼土を含む
灰 黄 掲 色 (10YR4/2)粘質土 炭化物を層状に含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/4)砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)粘質土
オリーブ褐色 (25Y4/3)粘質土
褐    色 (10YR 4/4)粘 質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
オリーブ掲色 (25Y4/3)粘質土
黄  褐  色 (25Y5/3)ン ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト炭化物を層状に含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土
灰 黄 掲 色 (10YR 4/2)シ ル ト
掲    色 (7 5YR4/4)シ ル ト焼土を含む
オリーブ掲色 (25Y4/3)ン ル ト
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂質土

第568図  SB3051・ EHl平断面図
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第570図  SB3051・ EHl遺物出土状況図

8は砂質片岩の剥片で、電の部材と考えられる。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 2四半期・MT15並行期)と 考えられる。

64号竪穴住居跡 (SB3064)(第 628～ 633図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc,Gl・ γⅡC9・ D9・ 10・ 11・ E10グリッド

形態・規模 平面形態は方形または長方形を呈するとみられるが、南側は調査区外に延びている。長軸

5,43m、 短軸4.60m(残存値)、 表面積は25,0♂ (残存値)を沢1る。残存する深度は0。 21mである。

土層 17層 に分層される。

柱穴 10基検出されており、そのうち EP l～DЧ が主柱穴とみられる。

霊 北壁のほぼ中央に 1基検出された。袖部、燃焼部および煙道部が検出されている。下部構造は検出

されていない。

遺物出土状況 竃内を中心に検出された。

出土遺物 1は須恵器の杯蓋である。 2。 3は須恵器の杯身である。 4は須恵器の高杯である。 5～ 7

は土師器の甕である。 8・ 9は埋土上層中より出上した土師器の杯である。

第570図  SB3051・ EHl
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1 黄  掲  色 (25Y5/3)
2黄 掲 色 (25Y5/3)
3黄 褐 色 (25Y5/4)
4 オリーブ掲色 (25Y4/4)
5 オリーブ褐色 (25Y4/3)
6 オリーブ掲色 (25Y4/4)
7 オリーブ掲色 (25Y4/3)
8 オリーブ褐色 (25Y4/3)
9 オリーブ掲色 (25Y4/4)

マンガン含む

炭化物含む

焼土・炭化物含む
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第578図  SB3053平断面 。遺物出土状況図

0                10cm

第579図  SB3053出土遺物

時期 床面から出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。

65号竪穴住居跡 (SB3065)(第 634～ 637図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡD8・ 9。 10・ E8・ 9。 10グ リッド

形態・規模 平面形状は長方形を呈するとみられるが、北側は調査区外に延びている。長軸7.45m、 短

軸6.55m(残存値)、 表面積は48.8♂ (残存値)を測る。残存する深度は0。 21mである。

土層 6層 に分層される。

柱穴 6基検出されており、そのうち EP l～EP 4が主柱穴とみられる。

同壁溝 北側に1ケ所確検出されている。

寵 検出されていない。

遺物出土状況 南壁沿いにわずかに検出された。

出土遺物  1・ 2は須恵器の壺である。 3～ 5は須恵器の杯蓋である。 6～ 8は須恵器の杯身である。

9は須恵器の高杯である。10～ 12は土師器の甕である。13は土師器の椀である。14は土師器の杯である。

時期 出上した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 2四半期・TK217並行期)と 考えられる。
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1 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
3 オリーブ褐色 (25Y4/3)砂質土
4 黄  掲  色 (25Y5/4)砂質土
5 暗 灰 黄 色 (25Y5/2)砂質土
6 オリーブ掲色 (25Y4/3)砂質土
7 黄  褐  色 (25Y5/3)砂質土
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66・ 67号竪穴住居跡 (SB3066・ 3067)(第 638～ 640図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡD8。 9・ E8グリッド

形態 。規模 平面形態は方形または長方形を呈するとみられるが、65号および69号住居に切られている
ため規模は不明である。また両者の切り合いについても図上からは判断できない。残存する深度は66号

住居が0.21m、 67号住居力湘。12mを 測る。

土層 66号住居は3層 に分層される。

柱穴 66号住居から3基検出された。

竃 検出されていない。

遺物出土状況 66号住居の床面の南東部分からまとまって検出されている。

出土遺物 1～ 4は須恵器の杯蓋である。 5・ 6は須恵器の杯身である。 7は須恵器の甕である。 8は

土師器の奏である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (6世紀第 2四半期 。MT15並行期)と 考えられる。

68・ 69号竪穴住居跡 (SB3068。 3069)(第 641～ 645図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡD8・ 9・ E8グリッド

形態・規模 どちらの住居も西側が調査区外に延びているため形状や規模は不明である。また両者の切
り合い関係についても図上からは判断できない。69号住居の残存する深度は0,20mを測る。

土層 69号住居は 6層 に分層される。

柱穴 両住居共に検出されていない。

霊 69号住居において北壁に 1基検出された。上部構造の大半は削られていたが、袖部、燃焼部の形状

は確認できる。また下部構造は検出されていない。

遺物出土状況 竃内およびその東側からまとまって検出されている。
出土遺物  1・ 2は須恵器の杯蓋である。 3は須恵器の杯である。 4・ 5は土師器の甕である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 1四半期・TK209並行期)と 考えられる。

70号竪穴住居跡 (SB3070)(第 646～ 650図 )

検出場所 2003年度調査 3-3区  Loc.Gl・ γⅡC8・ 9グ リッド

形態 。規模 南側が調査区外に延びているため形状や規模は不明である。残存する深度は0。 18mを 測
る。

土層 9層 に分層される。

桂穴 検出されていない。

竃 北壁に 1基検出されている。袖部および燃焼部が検出されており、下部構造については検出されて
いない。

遺物出土状況 篭内から検出されている。

出土遺物 1～ 3は須恵器の高杯である。

時期 出土した遺物から古墳時代後期 (7世紀第 1四半期・TK209並行期)と 考えられる。
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